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 要  旨 
警報や避難勧告・指示を受け入れず「避難しない住民」や，逆に危険な状態のときに外出した
り戸外で防災措置をとったりする住民が，洪水災害に巻き込まれる事例が多数報告されている．
これらの原因として，はじめに，河川情報などの用語(大雨注意報・警報，洪水予測，避難警報・
指示など)の意味の理解不足がある．第二に，避難勧告・指示が発令されても「避難するかどうか
は自分が決めたい」という人が 57.4%を占めている現状があげられる ．この問題の解決策として，
危険が直感的に「実感できる」情報や，河川情報のわかりやすい提示が有効であると予想される． 
 そこで本研究では，避難情報提示システムに，天気，水位，警告，避難率における複数のシナ
リオを組み合わせ，どのような避難情報提示画面・内容が人々の避難促進に効果を及ぼすか明ら
かにすることを目的とした．この目的のため，yahoo 天気を参考とした天気予想システムや，米
国で開発された避難判断を支援するソフトウェア Hurrevac を参考とした警告を導入し，どのよう
な避難情報を提示することが被験者の避難行動を促すのか，実験的に検証した． 
実験Ⅰでは，被験者が東京都調布市の多摩川付近に住んでいることを想定し，避難情報提示画
面を見て，避難するかどうかを判断するよう求めた．避難を選択した場合には廊下を 1 往復，待
機を選択した場合は避難判断を続けてもらうが，待機していてシナリオ上で氾濫してしまった場
合はペナルティとして，廊下を 3 往復してもらった．実験の避難情報提示画面は現在水害時に提
供されている天気予想，国土交通省の水位テレメータを基本情報とし，基本情報のみを提示する
画面，基本情報に自宅周辺の避難状況を避難率として表示する避難状況地図，浸水予想時刻や安
全に避難可能と予想される時間までのタイムリミットを表示する警告を組み合わせた画面，そし
て基本情報に避難状況とタイムリミット警告を合わせた画面，4 種類の避難情報画面を比較した． 
実験Ⅱでは，第一に，実験Ⅰで避難促進に効果的という結果が出たタイムリミット警告と，現
在，国土交通省から警告として提案されている避難勧告とを比較し，どちらが警告として効果的
なのかを明らかにすることを目的とした．また，どのような場面において避難状況地図や警告が
避難を促進するのか，逆効果となるのかを調べた． 
実験Ⅰ，Ⅱの結果から「基本情報＋勧告＋地図」の避難情報提示画面が避難促進に効果的であ
るという結論を総合的に得た．ただし，水位の上昇がやや急な場合や，緩やかな場合には避難状
況地図も一緒に提示することで，より避難促進の効果が高まると推測された． 
 
